
　
方
丈
記
の
「
ゆ
く
河
の
流
れ
は

絶
え
ず
し
て
…
」
に
も
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
世
に
変
わ
ら
な
い
も
の

は
何
一
つ
な
く
、
変
化
こ
そ
が
本

質
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
川
面

に
波
立
つ
水
面
の
動
き
、
風
に
そ
よ
ぐ
葉
の
揺

れ
、
時
々
刻
々
変
化
す
る
為
替
レ
ー
ト
、
し
か

し
、
変
化
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
そ
の
あ
り
方

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
学
問
と
し
て
定
量
的
に
扱

え
る
の
は
、
あ
く

ま
で
も
の
ご
と
の

底
流
を
流
れ
る
平

均
的
振
る
舞
い
で

あ
る
と
い
う
こ
と

を
思
い
出
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
▼
近
年
大
い
に

発
達
し
た
金
融
工
学
に
は
中
央
極
限
定
理
と
い

う
大
前
提
が
あ
り
、
一
定
期
間
の
無
数
の
投
資

行
動
に
よ
る
平
均
利
益
を
最
大
化
し
よ
う
と
す

る
試
み
で
す
。
今
回
、
大
量
の
投
機
的
資
金
が

流
れ
込
ん
だ
段
階
で
そ
の
前
提
が
崩
れ
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
九
九
〇
年
代
終
り
頃

の
日
本
の
バ
ブ
ル
最
盛
期
で
は
日
本
の
株
式
時

価
総
額
で
ア
メ
リ
カ
の
土
地
が
全
部
買
え
る
と

か
、
あ
り
得
な
い
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

ガ
ソ
リ
ン
価
格
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
昨
年
来
の

原
材
料
価
格
の
高
騰
も
異
常
で
し
た
。
い
ず
れ

も
冷
静
に
な
っ
て
み
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
状
態

が
長
続
き
す
る
は
ず
が
な
い
の
で
す
▼
ア
メ
リ

カ
の
オ
バ
マ
次
期
大
統
領
は
、
十
一
月
十
八
日
、

就
任
後
京
都
議
定
書
に
定
め
ら
れ
た
排
出
量
取

引
を
開
始
し
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
を
一
九
九
〇
年
比
、
八
〇
％
削
減

と
の
目
標
を
発
表

し
ま
し
た
。
今
回

の
景
気
減
速
を
踏

ま
え
て
の
発
表
と

見
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
国
内
で
は
炭
素
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
が
ス
タ

ー
ト
し
、
益
田
医
師
会
病
院
と
中
国
電
力
の
契

約
が
報
道
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
▼
個
々
の
企
業

や
自
治
体
な
ど
の
省
エ
ネ
・
省
資
源
に
対
す
る

地
道
な
取
り
組
み
が
、
や
が
て
は
日
本
の
国
の

力
を
下
支
え
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
こ
そ

環
境
基
礎
研
究
の
大
切
さ
を
改
め
て
認
識
し
た

い
も
の
で
す
。

（
広
島
修
道
大
学
副
学
長
　
廣
光 

清
次
郎
）

　
第
四
十
九
回
広
島
県
公
衆
衛

生
大
会
が
十
月
二
十
四
日
、
北

広
島
町
千
代
田
開
発
セ
ン
タ
ー

（
山
県
郡
北
広
島
町
有
田
）
で

開
催
さ
れ
、
広
島
県
内
か
ら
公

衆
衛
生
推
進
委
員
や
行
政
事
務

担
当
者
な
ど
約
六
百
人
が
参
集

し
た
。

　
式
典
で
は
、
県
知
事
、
県
医

師
会
長
、
環
保
協
よ
り
公
衆
衛

生
活
動
に
お
い
て
多
大
な
成
果

を
あ
げ
た
三
十
五
個
人
七
団
体

の
功
績
を
称
え
、
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
た
（
被
表
彰
者
は
四
面

参
照
）。

　
次
に
、
地
区
衛
生
組
織
代
表

者
会
議
の
宮
本
英
暉
議
長
に
よ

る
大
会
宣
言
が
読
み
上
げ
ら
れ
、

『
あ
ら
ゆ
る
主
体
の
連
携
に
よ

る
脱
温
暖
化
の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
』『「
健
康
ひ
ろ
し
ま
21
」

に
基
づ
く
健
康
づ
く
り
県
民
運

動
の
推
進
』
な
ど
を
含
む
六
つ

の
活
動
項
目
が
会
場
の
大
き
な

拍
手
と
と
も
に
採
択
さ
れ
た
。

こ
の
六
項
目
は
、
向
こ
う
一
年

の
地
区
衛
生
組
織
の
実
践
活
動

の
柱
と
な
る
。

　
今
回
の
大
会
で
は
、「
環
境

啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク

ー
ル
」
の
優
秀
作
品
表
彰
式
を

実
施
。
環
境
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
当
会
の

「
地
域
活
動
支
援
基
金
」
を
活

用
し
た
事
業
の
一
環
で
あ
り
、

今
年
は
じ
め
て
実
施

し
た
も
の
。
各
市
町

公
衛
協
が
小
・
中
学

校
を
対
象
に
「
地
球

温
暖
化
防
止
」
を
テ

ー
マ
に
募
集
し
た
ポ

ス
タ
ー
・
標
語
か
ら
、

選
考
委
員
会
を
通
じ

て
優
秀
作
品
を
決
定
し
た
。
大

会
で
は
、
最
優
秀
賞
な
ら
び
に

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
作
品
を
紹

介
し
た
後
、
受
賞
し
た
児
童
・

生
徒
に
は
ト
ロ
フ
ィ
と
記
念
品

が
授
与
さ
れ
た
。

　
昼
食
時
に
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
、
北
広
島
町
立

雲
月
（
う
づ
つ
き
）
小
学
校
児

童
に
よ
る
オ
ペ
レ
ッ
タ
「
雲
月

の
宝
」
が
披
露
さ
れ
、
歌
と
劇

を
通
じ
て
地
元
の
自
然
や
生
き

も
の
を
守
っ
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
、
全
校
児
童
一
丸
と
な

っ
て
会
場
へ
訴
え
た
。

　
午
後
か
ら
は
、「
脱
温
暖
化

に
向
け
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役

割
を
探
る
」
と
題
し
て
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
。
第
一
部
で
は
、

国
立
環
境
研
究
所
地
球
環
境
研

究
セ
ン
タ
ー
温
暖
化
リ
ス
ク
評

価
研
究
室
長
の
江
守
正
多
氏
が

「
地
球
温
暖
化
の
現

状
と
将
来
予
測
」（
要

旨
は
二
面
参
照
）
と

題
し
て
基
調
講
演
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
で
分
か
る
温
暖

化
の
深
刻
な
現
状
に

つ
い
て
話
さ
れ
た
。

基
調
講
演
を
受
け
、

第
二
部
で
は
、
脱
温

暖
化
社
会
づ
く
り
に

向
け
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
役
割
に
つ
い
て

考
え
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実

施
。
江
守
氏
、
気
象

予
報
士
の
波
田
健
一

氏
、
脱
温
暖
化
ぬ
ま
く
ま
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
岡
田
妙
子
氏
、
北
広

島
町
公
衛
協
の
宮
庄
秀
雄
氏
が

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
場
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
近
年
の
北
広
島
町
内
や

広
島
県
内
で
感
じ
ら
れ
る
温
暖

化
の
影
響
を
写
真
や
グ
ラ
フ
で

紹
介
。
ま
た
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に

よ
る
脱
温
暖
化
の
実
践
活
動
の

発
表
を
通
じ
て
、
公
衛
協
や
地

球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会
の

担
う
役
割
に
つ
い
て
、
そ
の
重

要
性
と
意
義
を
述
べ
合
っ
た
。

心
（
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
）、
技
（
省

エ
ネ
・
自
然
エ
ネ
技
術
）、
体
（
社

会
シ
ス
テ
ム
）
の
構
築
と
と
も

に
、
脱
温
暖
化
の
取
り
組
み
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
発
信
し
、

行
動
し
て
い
く
必
要
性
を
確
認

し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
と
な
っ
た
。


